
五色塚古墳は､淡路島を望む台地の上に築かれた前方後円

墳です｡その全長は194mで､兵庫県で一番大きな古墳で一丸周囲

を深い濠(はり)と浅い溝で二重に囲い､西側には円墳で､直径70m

の小壷古墳が築かれていま一丸この五色塚古墳は､全国的にみると

40番目前後の大きさですが､同じ時期のものだけと比べると､奈良

県北部の大王墓(佐紀古墳群)と肩を並べる大きさです｡

4世紀の終わり頃､この古墳に葬(ほうむ)られた人は､明石海峡と

その周辺を支配した豪族(ごうぞく)だと考えられまiT.



菓整備工事以前の五色塚古墳8
五色塚古墳に関する最初の記事は､日本

書紀(にぽんしょぎ)に見られます｡ ｢仲哀(ちゆうあい)天

皇の偽(にせ)の墓で､葺石(ふきいし)は淡路島から

船で運んできた｣と書かれていますこしかし､ほ
かの古墳と同様に､すべて丁寧(ていねい)に造ら

れていることや､人が葬(ほうむ)られる石室の石

材が出土していることから､偽物とは考えられ
ません｡

江戸時代には様々な人が訪れ､絵や文章
などの記録を残していま~丸18-19世紀に活

躍した絵師司馬江漢(しぼこうかん)も､長崎旅行
の途中に立ち寄ったことが､彼の残した日記
に記されています｡明治･大正時代には､人

類学者や考古学者が調査をし､記録を残して
いま~丸ほとんどの学者は､埴輪に興味を示

し､その大きさや配列状態を記録していま一丸

第二次世界大戦中､古墳に生えている松を

切り船材としたり､その根から油を採取しまし
た｡また､戦後は食糧難から畑として開墾ざれ

看五色塚古墳の発掘調査書
整備に向けて発掘調査が始められたのは､

昭和40年12月でした｡古墳は､畑でほとん

ど壊(こわ)されているのではないかと考えられて

いましたが､調査が進むにつれ､たいへんよく

残っていることがわかり､古墳全体の発掘調
査をすることになりました｡その結果､古墳は
三段に築かれ､斜面にはびっしりと石が葺か

れ､各段の平坦面と頂上には､鰭付円筒埴輪

(ひれつきえんとうはにわ)が立て並べられていました｡一

番下の段の葺石は付近のものですが､上二

鰭付円筒埴輪　　　　　　鰭付朝顔形埴輪

たために､荒廃してしまいました｡昭和30年

代の後半になり､五色塚古墳を守ろうと､文化
財保護委員会(現文化庁)が計画をたて､神
戸市が地域の方々の協力を得て､昭和40年
から10年の歳月をかけ､発掘調査と復元工

事を行いました｡

1 960年頃､樹木がほとんどなく､畑になっている

段の葺石は分析の結果､淡路島の東側の海
岸で産出するものであることがわかりました｡

伝承として地域に残っていたものを､日本書紀

が採用したのでしょう｡埴輪はほとんどが鰭付

円筒埴輪で､ 4-6本に1本の割合で鰭付朝
顔形埴輪(ひれつきあざがおかたは(こわ)が立てられていま

した｡ほかには叢形埴輪(きぬがざかたはにわ)や盾形

埴輪(たてがだはにわ)などが少し出土しています｡濠

の中には､島状の土壁が造られ､祭祀(さいし)を

行う場所であったと考えられます;

復元された埴輪難(重要文化財)
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音五色塚古墳の復元整備菓謁紫`謙語謙55Lo.7:i 
五色塚古墳の復元は､発掘調査のの違いがありま一丸墳頂(ふんちよう)へ上 

成果に基づいて､設計されました｡当初るためにくびれ部に設けた階段でその 
は､正確に築造当時の形に復元しよう差を解消していま+. 
とし､発掘調査で出土した古墳時代の 

を改良しながら､前方部はすべて古墳i懸,一 十品::㌦一昔:∵吉∴上∴∴∴∴∴∴∴∴ 

をし､復元の資料を得ました○したがっ て､古墳築造時の面の調査は部分的で｡_もし 

したので､全体に50cmの盛土をし､そ後円部の復元工事 

∴∴∴∴｣: 復元領 一.=-¶製菓臆墳丘1 墓室ノヾ盛土.SSSSSS 盛土 ･.∴-｣ 

_重J 

前方部復元計画模式図後日部復元計画模式図 

l五色塚古墳のCG復元漢で.'J隷書は蓄繋蕊課筆 
発掘調査資料をもとに､五色塚古墳坦面と墳頂には､五色塚古墳と同様に 

が築かれた当時の姿にCG(コンピュータ埴輪が立て並べられ､濠の中には､やは 
-グラフィックス)で復元したのが､右の画り土橋が設けられていま~㌔ 像です∴ 

海に面した台地上に築かれ､周囲にB.i_ 
は深くて大きな濠(はり)が全周し､後円∴--I"-三言､宮 部ではその外に､さらに浅い溝が巡らさ ∴∴､｢.ヾ∵.i 

∴∴∴∴∴∴∴薫事∴∴.∴一案 盤誌露寵謹黙諾よ警醒景周辺の地形 
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